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小学校理科の問題解決的な学習の

指導改善にかかわる調査研究
－理科指導に対する教員の意識と実態の分析を通して－

長期研修員 茂原 剛

《研究の概要》

本研究は、小学校理科における問題解決的な学習の指導に対する教員の意識や実態を調

査し分析する。具体的には、理科指導が得意であると意識している教員や児童の主体的に

考える力を高めていると意識している教員が、問題解決的な学習を構成する五つ過程にお

いて、どのような指導を行っているのかを明らかにし、理科指導を充実させるためのポイ

ントを提言する。

キーワード 【調査研究 小学校理科 問題解決的な学習 指導改善】

Ⅰ 研究の背景と目的

１ 現状と課題

(1) 先行研究の成果と課題

2006、2009年のOECDの『PISA調査』や2007年の『TIMSS』から、我が国の児童生徒の理科の学習

到達度は、国際的にみて上位を維持しているが、科学的な思考力・表現力が問われる記述式問題

や知識、技能を活用する問題に課題があると指摘されている。

また、2010年に実施された『ぐんまの子どもの基礎・基本習得状況調査』から、本県の児童は基

礎的・基本的な知識は身に付いているものの、「観察・実験の結果を整理し、考察すること」「科

学的な概念を用いて考えたり説明したりすること」に課題があることが分っている。

今回の理科の学習指導要領の改訂では、科学的な思考力・表現力の育成を図れるよう主体的な問

題解決的な学習を一層重視することが求められている。

一方、科学技術振興機構と国立教育政策研究所が小学校で学級担任として理科を教える教員を対

象に実施した『平成20年度小学校理科教育実態調査』では、理科が「大好き」または「好き」と回

答している教員は約９割であり、児童による観察、実験を週１回以上行っている教員は約６割とな

った。しかし、理科指導を「苦手」または「やや苦手」と回答している教員も約５割という結果と

なった。

また、1999年に実施した『TIMSS』の中学２年生の理科授業の調査結果から日本の理科授業の特

徴は、「観察・実験活動を重視し、具体的な証拠に基づいて基礎的概念を導き、理解させることに

主眼を置いていること」が分った。しかし、「生徒が収集したデータを独自に考えて整理したり、

処理したりすること」「科学を身のまわりや実世界の事象に関連付けること」「科学の本質、科学

の相互作用、テクノロジーと社会、環境・資源問題、科学的知識の性質、科学と数学の関係とい

った領域横断的な内容の扱い」「生徒を科学の学習に動機づける活動」は他の調査国に比べ少ない

ことも分った。

これら中学校での理科授業の国際比較などから、小倉康氏（国立教育政策研究所総括研究官）

は、2008年の『BERD NO.15』（ベネッセ教育研究開発センター）において「日本の理科授業は、

観察・実験活動を重視したスキル面のトレーニングの点では、他の国に比べて優れているが、決

まった手順通りの迅速正確な作業が中心になり、自分でどのように実験を進めたらよいのか考え

たり、出た結果をどう分析して、どんな結論を導けばよいのか議論したりすることが、おろそか

になっている」と指摘している。

以上のように、理科の授業は、児童生徒が主体的に自然の事物・現象に触れ、そこから問題を見

いだし、自らの予想・仮説を基に観察・実験を行い、結果を整理し、考察し概念や法則を見つけ
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出す問題解決的な学習を充実させていく必要があることが分かる。

(2) 問題の所在

今回の学習指導要領の改訂においては小学校理科の目標に「実感を伴った」という文言が追加さ

れ「自然の事物・現象についての実感を伴った理解」とされた。『小学校学習指導要領解説理科編』

では、「実感を伴った理解」とは「具体的な体験を通して形づくられる理解」「主体的な問題解決

を通して得られる理解」「実際の自然や生活との関係への認識を含む理解」と３つの側面があると

述べている。つまり、児童の気付きや疑問が、問題解決的な学習を経ることで意味づけられたり、

関係づけられたりすることが重要であると考えられる。

また、角屋重樹氏（広島大学大学院教育学研究科教授）は、児童には、最初から十分な思考力が

あるわけではないので、考えるための視点を与えることの重要性を指摘している。そして、考える

ための視点を基に児童が問題を見いだして、それを追究することが主体的な学びとなると述べてい

る。

しかし、問題解決的な学習における教員の指導の実態や意識を統計的に調査し分析し、「理科指

導が得意である」と意識している教員や「児童の主体的に考える力を高めている」と意識している

教員が、どのような指導を行っているのかを明らかにした調査研究は見当たらない。そこで、問題

解決的な学習の過程を「問題を把握・設定する」「予想・仮説を立てる」「観察・実験の方法を考

える」「観察・実験を行う」「結果を整理し、考察する」の五つの過程に分け、それぞれの過程に

おける教員の指導の実態や意識の詳細な調査を実施する必要があると考えた。

２ 研究の目的

小学校理科の問題解決的な学習における教員の指導に対する意識や実態を統計的に調査し分析す

る。そして、「理科指導が得意である」と意識している教員や「児童の主体的に考える力を高めてい

る」と意識している教員が、問題解決的な学習の過程において、どの過程を重視し、どのような指導

を行っているのかを明らかにし、理科指導を充実させるためのポイントを提言する。

Ⅱ 仮説

小学校理科の問題解決的な学習において、「理科指導が得意である」と意識している教員や、「児童の

主体的に考える力を高めている」と意識している教員は、「問題を把握・設定する」過程を重視して指

導しているであろう。

Ⅲ 調査対象

調査は、４段階評定尺度法を用いた質問紙調査を実施する。

群馬県内の公立小学校の教員5591名から学級担任として理科指導の経験のある教員を標本抽出によ

り、479名抽出（誤差５％、信頼度95％とした場合）する。

Ⅳ 調査内容

１ 調査の基本的な考え方

問題解決的な学習の各過程について質問を作成し、「理科指導が得意である」と意識している教員

や「児童の主体的に考える力を高めている」と意識している教員の重視している過程及び、指導方法

を明らかにする。

次に、「理科指導が得意である」と意識し、「児童の主体的に考える力を高めている」と意識して

いる教員の理科を指導する上で心がけていることを分析することで、理科指導を充実させるためのポ

イントを明らかにする。
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２ 具体的な調査内容

学級担任として理科指導の経験のある教員に対して、小学校理科の学習指導について以下の内容の

調査を実施する。

(1)「問題解決的な学習の各過程の実施状況」「問題解決的な学習で、一番重視している過程」「問

題解決的な学習で、指導の難しさを一番感じている過程」を明らかにする。

(2)「理科指導が得意である」という意識と「問題解決的な学習で重視している過程」との相関関係

を明らかにする。

(3)「児童の主体的に考える力が身に付いている」という意識と「問題解決的な学習で重視している

過程」との相関関係を明らかにする。

(4)「理科指導が得意である」と意識している教員の「問題を把握・設定する」過程における指導方

法を明らかにする。

(5)問題解決的な学習を通して「児童の主体的に考える力を高めている」と意識している教員の「問

題を把握・設定する」過程における指導方法を明らかにする。

(6)「理科指導が得意である」「児童の主体的に考える力が身に付いている」と意識している教員が

理科を指導する上で心がけていることを「研修機会」「自己研修」「問題を把握・設定する過程

を指導する上での環境整備」「教員の理科指導に対する意識」「指導方法」「教員の体験」「児童

の実態」の観点から分析し、明らかにする。

Ⅴ 調査の実施

１ 調査分析の視点

(1)問題解決的な学習の各過程の実施状況」「問題解決的な学習で、一番重視している過程」「問題

解決的な学習で、指導の難しさを一番感じている過程」を人数分布で傾向を示す。

(2)「理科指導が得意である」と回答した教員と、「理科指導が得意ではない」と回答した教員に分

類して、問題解決的な学習のどの過程で指導に対する意識に差があるかをχ２検定、重回帰分析

により明らかにする。

(3)問題解決的な学習を通して「児童の主体的に考える力が高まった」と回答した教員と、「主体的

に考える力が高まらなかった」と回答した教員に分類して、問題解決的な学習のどの過程で指導

に対する意識に差があるのかをχ２検定、重回帰分析により明らかにする。

(4)「理科指導が得意である」と回答した教員の「問題を把握・設定する」過程における指導方法を

重回帰分析により明らかにする。

(5)問題解決的な学習を通して「児童の主体的に考える力が高まった」と回答した教員の「問題を把

握・設定する」過程における指導方法を重回帰分析により明らかにする。

(6)「理科指導が得意である」「児童の主体的に考える力が高まった」と回答した教員が、理科を指

導する上で心がけていることを「研修機会」「自己研修」「問題を把握・設定する過程を指導す

る上での環境整備」「教員の理科指導に対する意識」「指導方法」「教員の体験」「児童の実態」

の観点から因子分析を行い、明らかにする。

２ 調査項目の選定

「理科指導が得意である」と意識している教員や「児童の主体的に考える力を高めている」と意識

している教員が、問題解決的な学習のどの過程を重視して授業を行っているのかを調査するために、

表１に示したように「問題を把握・設定する」「予想・仮説を立てる」「観察・実験の方法を考える」

「観察・実験を行う」「結果を整理し、考察する」の各過程について三つずつ、計15項目の調査項目

を作成した。

また、「理科指導が得意である」と意識し、「児童の主体的に考える力を高めている」と意識してい

る教員が、理科を指導する上で心がけていることを調査するため、表２のように、26項目を作成した。
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そして、それぞれの質問について、「 当てはまる ・ やや当てはまる・あまり当てはまらない・当

てはまらない」の４段階で回答を得た。

Ⅵ 研究の結果と考察

１ 各過程の実施状況及び、一番重視している過程、一番難しさを感じている過程

(1) 各過程の実施状況及び、重視している過程、難しさを感じている過程についての分析結果

調査結果から、問題解決的な学習の各

過程における教員の実施状況、意識に大

きな開きがあることが分った。

各過程の実施状況（図１）では、「当て

はまる」「やや当てはまる」を回答した教

員の人数を合わせると、「結果を整理し、

考察する」 過程が五つの過程の中で一番

多く834人となり、過程全体の96.1％にな

る。次に「観察・実験を行う」過程が多

く862人となり、過程全体の92.9％になる。

一方、「問題を把握・設定する」過程は、611人で、過程全体の68.1％となり、五つの過程の中で

一番低い実施状況となった。

指導する上で一番重視している過程（図２）では、「予想・仮説を立てる」過程を回答した教員

教員が103人と五つの過程の中で一番多く、次に「観察・実験を行う」過程で78人、「結果を整理

し、考察する」過程で73人となった。一方、「観察・実験の方法を考える」過程は27人、「問題を

把握・設定する」過程では18人と他の過程に比べ低い結果となった。

表１ 問題解決的な学習の各過程の実施調査

図１ 各過程の実施状況

表２ 理科指導に影響を与えていると考える意識調査
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指導をする上で一番難しさを感じている過

程（図３）では、「観察・実験の方法を考える」

過程を回答した教員が、98人と一番多く、次

に「結果を整理し、考察する」過程で64人、「予

想・仮説を立てる」過程で、57人となった。

ここでも、「問題を把握・設定する」過程が30

人と一番少ない結果となった。

(2) 考察

分析結果から、「問題を把握・設定する過程

における指導は、あまり実施されていないこ

とが分かった。また、指導の難しさもあまり

感じていないことも分かった。これらのこと

から、「問題を把握・設定する」過程に対して

教員の意識の低さが伺える。このことは、児

童への動機づけ、つまり学ぶ内容についての

興味・関心や学ぶことへの意義の理解が不十

分なまま観察・実験が行われており、主体的

な問題解決的な学習が十分に進められていな

いのではないかと推察される。ゆえに、「問題を把握・設定する」過程を充実すれば、問題解決的

な学習の指導改善が図れると考える。

２ 理科指導に対する教員の意識と重視している問題解決的な学習の過程の関係

(1) 「理科指導が得意である」と意識している教員と重視している問題解決的な学習の過程の関係

まず、「得意である」「やや得意である」と回答した教員を「得意」に分類し、「あまり得意でな

い」「得意でない」と回答した教員を「不得意」に分類した。また、Ｐ４の表１の調査項目に対し

て「当てはまる」「やや当てはまる」と回答した教員を「当てはまる」に分類し、「あまり当ては

まらない」「当てはまらない」と回答した教員を「当てはまらない」に分類し、χ²検定を行い有意

差を調べた。なお、クロス集計表の見方は、計算上の予定数に比べて有意に多かった場合には▲、

有意に少なかった場合には▽で表した。さらに、激しい有意差の場合（p<.01）には**、有意差の

場合（p<.05）には*、有意傾向の場合（.05<p<.10）には+で表した。以下の表の▲、▽、**、*、+

のマークも同様である。

次に、重回帰分析を用いて、「理科指導が得意である」という意識に強く影響を与える指導方法

を調べた。

① 「問題を把握・設定する」過程との関係

「問題を把握・設定する」過程において、理科指導を得意とする教員・不得意とする教員で三つ

の設問すべてで「得意」で「当てはまる」、「不得意」で「当てはまらない」が有意に多い。

② 「予想・仮説を立てる」過程との関係

「予想・仮説を立てる」過程において、理科指導を得意とする教員・不得意とする教員で、三つ

表３ 質問１「興味・関心の把握」

表６ 質問４「文や絵をかく」

図２ 指導する上で一番重視している過程

図３ 指導する上で一番難しさを感じる過程

表４ 質問２「比較提示」 表５ 質問３「意見の交流」

表７ 質問５「根拠のある予想・仮説」 表８ 質問６「予想・仮説の再検討」



- 6 -

の設問すべてで「得意」で「当てはまる」、「不得意」で「当てはまらない」が有意に多い。

③ 「観察・実験の方法を考える」過程との関係

「観察・実験の方法を考える」において、理科指導を得意とする教員・不得意とする教員で、三

つの設問すべてで「得意」で「当てはまる」、「不得意」で「当てはまらない」が有意に多かった。

④ 「観察・実験を行う」「結果を整理し、考察する」過程との関係

「結果を整理し、考察する」過程質問15の「予想と結果

を比較しながら考察し、結論を導かせている」のみ「得意

で「当てはまる」、「不得意」で「当てはまらない」が有意

に多い。

⑤ 「理科指導が得意である」という意識に影響を与える指導方法

「理科指導が得意である」という意識に強く影

響を与える指導方法を調べるために、重回帰分析

を行った。図４のように指導が得意と意識するた

めには、『児童が何に興味や疑問をもつかつかん

でいる（「問題を把握・設定する」過程）』『複数

の事象を比較させ問題を発見させている（「問題

を把握・設定する」過程）』『これまでの経験や知

識・考え方を根拠に予想・仮説を立てさせている

（「予想・仮説を立てる」過程）』『予想と結果を

比較させながら結論を導かせる（「結果を整理し、

考察する」過程）』の四つが影響を与えている。

(2) 「児童の主体的に考える力を高めている」と

意識している教員と重視している問題解決的な学習の過程との関係

まず、問題解決的な学習をすることで児童の主体的に考える力が「高まった」と回答した教員を

「高まった」に分類し、「やや高まった」「あまり高まらなかった」と回答した教員を「その他」

に分類した。また、Ｐ４の表１の調査項目に対して「当てはまる」と回答した教員を「当てはまる」

に分類し、「やや当てはまる」「あまり当てはまらない」「当てはまらない」を「その他」に分類し、

χ²検定を行い有意差を調べた。

次に、重回帰分析を用いて、「児童の主体的に考える力を高めている」という意識に影響を与え

る指導方法の強さを調べた。

① 「問題を把握・設定する」過程との関係

「問題を把握・設定する」過程において、質問１「児童が 何に興味をもつのかをつかんでいる。」、

質問３「児童の気付きや疑問を交流させている」の二つで「高まった」で「当てはまる」が有意に

多い。

表９ 質問７「発達段階を考慮する」

図４ 「理科指導が得意」に影響を与える指導方法

表10 質問８「目的意識をもたせる」 表11 質問９「観察・実験の手順をかかせる」

表12 質問15「予想と結果の比較」

表14 質問３「意見の交流」表13 質問１「興味・関心」の把握」
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② 「予想・仮説を立てる」「観察・実験の方法を考える」「観察・実験を行う」「結果を整理し、

考察する」過程との関係

「予想・仮説を立てる」過程の質問６「実験結果が予想と違ったとき、仮説から改めて検討させ

る」「結果を整理し、考察する」過程の質問15「観察・実験の予想と結果を比較しながら考察させ、

結論を導かせている」で「高まった」で「当てはまる」が有意に多い。

③ 「児童の主体的に考える力を高めている」という意識に影響を与える指導方法

「主体的に考える力を高めている」という意識

に影響を与える指導方法の強さを調べるために重

回帰分析を行った。図５のように「理科指導が得

意である」と意識するためには、『児童が何に興

味や疑問をもつかつかんでいる（「問題を把握・

設定する」過程）』、『予想と結果を比較させなが

ら結論を導かせる（「結果を整理し、考察する」

過程）』の二つが影響を与えている。

(3) 考察

「理科指導が得意である」と意識している教員が重視している指導方法は、まず、χ²検定によ

り、「問題を把握・設定する」過程（質問１、質問２、質問３）、「予想・仮説を立てる」過程（質

問４、質問５、質問６）、「観察・実験の方法を考える」過程（質問７、質問８、質問９）で各過

程の指導方法に関する三つの質問のすべて、「結果を整理し、考察する」過程（質問15）で一つを

重視しているとの結果が出た。「理科指導が得意である」と意識している教員は全般に「観察・実

験を行う」過程よりも前の過程である「問題を把握・設定する」「予想・仮説を立てる」「観察・

実験の方法を考える」過程を重視して指導していることが分かる。

次に、重回帰分析を用いて、「理科指導が得意である」という意識に強く影響を与えている項目

を分析すると、Ｐ６の図４に示した四つが強く影響を与えていることが分かった。このことから、

「理科指導が得意である」と意識している教員が他の教員に比べ、重視している過程は、「問題を

把握・設定する」過程、「予想・仮説を立てる」過程、「結果を整理し、考察する」過程であるこ

とが分かった。

「児童の主体的に考える力を高めている」と意識している教員に対しても同様な分析を行った。

まずχ²検定では、「問題を把握・設定する」過程（質問１、質問３）では各過程の指導方法に

関する三つの質問のうち二つ、「予想・仮説を立てる」過程（質問６）、「結果を整理し、考察する」

過程（質問15）では一つずつ重視している指導方法があることが分かった。「児童の主体的に考え

る力を高めている」と意識している教員も全般に「観察・実験を行う」過程の前の過程である「問

題を把握・設定する」「予想・仮説を立てる」「観察・実験の方法を考える」過程を重視して指導

していることが分かった。

次に、重回帰分析を用いて、「児童の主体的に考える力を高めている」と意識に強く影響を与え

ている項目を分析すると、Ｐ７の図５に示した二つが強く影響を与えていることが分かった。この

ことから、「児童の主体的に考える力を高めている」と意識している教員が他の教員に比べ、重視

している過程は、「問題を把握・設定する」過程、「結果を整理し、考察する」過程であることが

分かった。

そして、「理科指導が得意である」という意識をもっている教員や「児童の主体的に考える力が

高めている」と意識している教員が、問題解決的な学習の過程において、共に重視している過程は、

「問題を把握・設定する」過程、「結果を整理し、考察する」過程であることが分かった。一方で、

図５ 「主体的に考える力」に影響を与える指導方法

表15 質問６「予想・仮説の再検討」 表16 質問15「予想と結果の比較」
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Ｐ５の図２、３より「結果を整理し、考察する」過程は、「理科指導が得意である」「児童の主体

的に考える力を高めている」という意識に関わらず重要視している。そのため、「理科指導が得意

である」と意識している教員や「児童の主体的に考える力を高めている」という意識している教員

が、問題解決的な学習の過程において、他の教員と比べ重視している過程は、「問題を把握・設定

する」過程ということが言える。

以上より、理科指導に対して得意な意識をもつことができたり、児童の主体的に考える力を高め

る授業をするためには、「問題を把握・設定する」過程を重視することで、児童が何に興味や関心

をもつかつかみ、教員が問題を与えるのではなく児童自身が自ら問題をもって解決への見通しをも

つことから授業を始めることが効果的であると考える。

４ 「問題を把握・設定する」過程で行っている指導方法

(1) 「理科指導が得意である」と意識している教員の「問題を把握・設定する」過程で行っている

指導方法

「理科指導が得意である」という意識に強く影響

を与える指導方法を調べるために、重回帰分析を行

った。図６のように、「複数の事象（写真、実物、

現象、過去の経験）を提示して比較させ、共通点・

差異点から問題を発見させている」「児童に経験や

既習内容との矛盾やズレから疑問をもたせている」

「児童が、理科の学習で学んだことの意義や有用性

を実感する機会をもたせている」の三つが影響を与

えている。

(2) 「児童の主体的に考える力を高めている」と意

識してる教員の「問題を把握・設定する」過程で

行っている指導方法

「児童の主体的に考える力を高めている」とい

う意識に影響を与える指導方法の強さを調べるた

めに、重回帰分析を行った。図７のように、「複数

の事象（写真実物、現象、過去の経験）を提示し

て比較させ共通点・差異点から問題を発見させて

いる」「児童が疑問をもった時、そう思った理由を

尋ねることにより、疑問を予想・仮説へとつなげ

ている」「児童が、理科の学習で学んだことの意義

や有用性を実感する機会をもたせている」の三つ

が影響を与えている。

(3) 考察

理科指導に対して得意な意識をもっている教員や児童の主体的に考える力を高めていると意識し

ている教員が「問題を把握・設定する」過程においてどのような指導方法を重視しているかを分析

した。その結果、「理科指導が得意である」という意識、「児童の主体的に考える力を高めている」

という意識に共に影響を与えている指導方法は、「複数の事象（写真、実物、現象、過去の経験）

を提示して比較させ、共通点・差異点から問題を発見させている」「児童が、理科の学習で学んだ

ことの意義や有用性を実感する機会をもたせている」であることが明らかになった。

教員は、児童に考えさせたい問題をまず決め、その問題を引き出すのに適した複数の事象を用意

すること、そして、児童の既習事項や生活経験を生かしながら共通点・差異点を見つけさせていく

中から児童自身に問題を発見させることが「問題を把握・設定する」過程の指導で有効であると考

えられる。

図６ 「理科指導が得意」に影響を与える指導方法

図７ 「主体的に考える力」に影響を与える指導方法
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また、「理科指導が得意である」と意識している教員や「児童の主体的に考える力を高めている」

と意識してる教員は、「児童が、理科の学習で学んだことの意義や有用性を実感する機会をもたせ

ている」を強く意識していることが分かった。このことは、授業で学んだ学習内容が日常生活に繋

がっていることが分かれば、理科の学習への興味・関心が高まり、新たな学習内容の有用性を探究

していく意欲を高めていくことに繋がっていくと考える。

以上より、「問題を把握・設定する」過程において、「複数の事象（写真、実物、現象、過去の

経験）を提示して比較させ、共通点・差異点から問題を発見させている」「児童が、理科の学習で

学んだことの意義や有用性を実感する機会をもたせている」ことを重視して指導することが、「理

科指導が得意である」という意識をもち、「児童の主体的に考える力を高める」授業を行うための

有効な手段であると考える。

５ 「理科指導が得意である」と意識し、「児童の主体的に考える力を高めている」と意識している

教員が、理科を指導する上で心がけていること

(1) 理科を指導する上で心がけていることについての分析結果

「理科指導が得意である」と意識し、「児童

の主体的に考える力を高めている」と意識し

ている教員が、理科を指導する上で心がけて

いることを調査するために考えた26項目（Ｐ

４の表２）の質問の回答結果について、因子

分析を用いて分析した。なお、因子負荷量の

数値は各因子と質問項目との相関関係を示す

値である。

分析結果から表17のように三つの因子があ

ることが判明した。因子Ａは「実体験」因子

である。この因子は質問（12）、（23）、（20）、

（10）に高い相関があり、児童にとっても教

師にとっても理科指導をする上で、体験活動

が重要であるという意識によって構成されて

いる。因子Ｂは「自己研修」因子である。この因子は質問（26）、（25）に高い相関があり、必要

に応じ文献から学ことによって理科の指導方法を磨いているという意識によって構成されている。

因子Ｃは「問題設定」因子である。この因子は質問（16）、（15）に高い相関関係があり、児童自

ら問題を発見させ、自分の問題としてとらえさせ問題解決的な活動を進めようという意識から構成

されている。

(2) 考察

分析結果から、Ａ「実体験」因子、Ｂ「自己研修」因子、Ｃ「問題設定」因子の三つの促進要因

があることが分かった。

因子Ａについては、その構成意識から児童、教師両者の体験活動の重要性を指摘していると考

える。児童は、頭で考えるだけでは、表面的な理解しかできない。ものづくりや観察・実験など

の体験活動を通して考えることにより疑問が生まれ、その疑問を練り上げることで自分自身の問

題としてとらえられる。そして、その問題を解決することができれば、理科の学習で学んだこと

の意義や有用性を実感する機会に繋がるであろうし、理科に対する興味・関心にもつことにも繋

がると考える。また、教員の過去の体験活動が、現在の理科授業に生かされていることが明らか

になった。このことは、体験活動を通して教員自身が生命の営み、自然の素晴らしさを実感して

いることが、指導のポイントをより明確化する上で有効であると考える。

因子Ｂについては、その構成意識から、自己研修を通して学び続けることが必要であることが

分かる。しかし、理科指導に対して苦手意識のある教員が、個人で改善を図るのは容易なことで

表17 因子分析の結果にみる共通因子
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はない。そこで、研修講座や公開授業に参加したり、あるいは自ら授業を公開し指導を仰ぐこと

によって、指導方法の知識を蓄積していくことで改善を図ってくことが重要であると考える。

因子Ｃについては、その構成意識から「問題を把握・設定する」過程を重視して指導している

ということであり、因子分析によってもχ²検定、重回帰分析と同様の結果が導き出された。

以上のことから、「実体験」「自己研修」「問題設定」を常日頃心がけることが、理科指導に対し

て得意な意識をもつことができたり、児童の主体的に考える力を高める授業をするための基盤とな

ると考える。

Ⅶ 研究のまとめ

１ 成果

本調査研究を通じ、統計学的に、小学校理科の問題解決的な学習において、「理科指導が得意であ

る」と意識している教員、「児童の主体的に考える力を高めている」と意識している教員は、共に「問

題を把握・設定する」過程を重視して指導していることが明らかになった。また、「理科指導が得意」

であり「児童の主体的に考える力を高めている」と意識している教員が、理科を指導する上で心がけ

ていることは、「実体験」「自己研修」「問題設定」であることが明らかになった。

２ 提言

○指導のポイントは

・複数の事象（写真、実物、現象、過去の経験）を提示して比較させ、共通点・差異点から児童自

ら問題を発見させ、自分の問題として、とらえられるようにしましょう。

・学んだことの意義や有用性を実感する機会をもたせ、理科への関心を高める観点から、自然体験

や生活体験を充実させ、児童が疑問をもてるようにしましょう。

○そのためには

・授業中や休み時間、児童に接する中で、児童の実態をつかみ、体験が不足している場合は、体験

を補う活動の場を意図的に設定しましょう。

・研修講座などを通して、教員自ら理科の体験活動をしましょう。指導に生きてきます。

３ 課題

○指導のポイントを授業に生かしていくために、年間指導計画に具体的な手立てを盛り込んだり、

校内研修において指導のポイントについて研修機会を設けたりしていく必要がある。

○今回の調査研究により理科指導に対して得意な意識をもっている教員や児童の主体的に考える力

を高めていると意識している教員が、問題解決的な学習の過程において、どのような指導を行っ

ているのかを明らかにした。しかし、授業実践を通して児童の変容を検証するまでには至ってい

ない。今後は、授業実践を通して児童の科学的な思考力・表現力の変容を検証していく必要があ

る。
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